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　⑤　密集することを避け、他者と適度な距離を保つように心がけてください。

　⑥　他者との交流は最小限にし、ハイタッチ、握手等の身体接触は避けてください。

　　皆様と周囲のすべての人を守るため、マスクを常に着用してください。

　①　プレー中(審判時も含む)を除き、会場内ではマスクの着用をお願いします。

　②　熱中症予防のため、周囲に人がいないことを確認して、適宜マスクを外すこと

　　は可能です。自身で体調の管理をしてください。

４　衛生管理

１　関係者皆様へのお願い

　　このプレイブックは大会参加者にとって安全な大会の環境を作り出すことができ

　るように計画されています。参加者及び保護者の皆様にはプレイブックに遵守に努

　めていただき、安心・安全な大会運営にご協力ください。

３　マスクの着用

２　健康観察

　①　選手・監督・役員は大会2週間前から健康観察を行い、大会参加時は所定の健

　　康チェックシートを提出してください。

　②　発熱、風邪の症状等体調がすぐれない場合は参加しないでください。同居の家

　⑤　ゴミは持ち帰りでお願いします。また、風で組合せ表等が飛んで、散乱しない

　　ように各自で管理をしてください。

　③　大会参加中、選手は他校生徒との交流や保護者との連絡は必要な場合を除き、

　　行わないようにしてください。

　　してください。

　　アへの立ち入りはご遠慮いただきますようご協力ください。各校で保護者に周知

　　族が体調が悪い場合も参加を控えてください。

　　だし、テントに戻る、トイレ等必要な場合はエリア外に出てもかまいません。

　④　各会場とも屋根がある部分が少ないです。熱中症予防のため、各校でテント等

　　を持参してください。テントは「選手・監督・役員エリア」外に設営することも

　　可能です。密にならないように各校で工夫してください。

５　会場について

　③　監督(代表者)は選手の健康状態の把握に努めてください。

　①　各会場では「選手・監督・役員エリア」を設けます。保護者の皆様のこのエリ

　②　選手は原則「選手・監督・役員エリア」内で活動するようにしてください。た

　⑦　食事の際は向かい合わずに同じ方向を向いて食べるようにしてください。また、

　　会話は控え、黙食に協力をしてください。

　①　定期的に手を洗い、可能な場合は手指消毒剤を使用してください。

　②　試合の開始前、終了時には手洗い・消毒をしてください。

　③　可能な限り共有物品の使用を避けるか、消毒してから使用してください。

　④　声を出しての応援をせず、拍手することで選手を応援してください。





本年度は使用

しません



テント設置場所(上：東舞鶴公園　下：三段池)

グラウンドとの間の道路にテントを張ってください。

通路を確保するためグラウンドの方に寄せてください。

こちらの道路にもテントを張れます。

こちらの広場にテントを張れます。観覧席にもテントを

張ることも可能です。

こちらにもスペースがあればテントを張ることが可能です。

密にならないように譲り合ってください。

本年度は使用しません



６　マッチについて

　　

 (1)　試合前後の挨拶について

　①　お互いネットに近寄らず、ネットとサービスラインの中間地点で行います。

　　横の間隔は、団体戦はサイドライン一杯に広がり、個人戦（マッチ）は２ｍ程

　　度の間隔をとります。

　　

　　

　②　試合前後の挨拶は、マスクを着用していない場合は会釈のみ。マスク着用時

　　でも大声は控えてください。

　③　団体戦のオーダー交換は、監督のみがネットに近寄って行います。

　④　試合後の握手は行いません。

　　　（プレイボール、ゲームの開始、カウントのコール）

　　　※「レディー」は電子ホイッスルを活用する。

 (2)　正審は大声でコールせず、できれば次のハンドサインを添えてください。

　①　自分の判定区分の「アウト」や「フォルト」

　　⇒ 手（肘から上）を上げる

　②　インプレーに入る合図

　　⇒ サービスをするプレーヤーを手のひら上で指し示す。



 (3)　応援・助言などについて

　②　助言（サイドコーチ）を行う場合、選手を横に並ばせる、または向かい合う

　　場合は２ｍ程度の距離を保ちます。集合は監督と選手のみ（団体メンバーは集

 (3)　上記以外に日常生活で行う感染予防対策は各個人で行います。また、各校で使

     用する消毒液等は各校で準備をお願いします。

 (4)　監督は選手へのコロナ予防対策を呼び掛けるとともに、熱中症予防の対策を行

     ってください。

 (5)　監督は今大会の感染予防対策を保護者にも伝え、ご理解ご協力をお願いしてく

     ださい。

 (1)　手洗い･うがいなどの習慣を継続し、特に練習や試合の前後などの手洗いの徹

     底をお願いします。トイレ、各コート入口には石鹸、消毒液を準備します。

 (2)　多くの人が触った物（ボールなど）に触れた後には手洗い、消毒を必ず行っ

　  てください。

　　※特に、練習中や試合中に目･口･鼻が触りたくなったら、気兼ねなく申し出て、

　　　手洗いに行くようにしてください。（洗った後に→触る）

 (6)　今後の感染拡大状況等により感染防止対策を変更したり、大会を中止したりす

     る場合があります。

　　合しない）とします。

　③　マッチ中のプレーヤーの発声は大声にならないようにし、ネットプレーなど

　　で近くに人がいる場合は極力控えます。

　⑤　ペアが近寄っての声掛けやハイタッチなどの接触はしません。マスクの無い

　　状態で向かい合って話しをすることを避け、打ち合わせをする場合は横並びで

　　行います。

　⑥　団体戦時の試合前の円陣も控えてください。

７　その他ついて

　①　団体戦・個人戦ともに団体メンバー等、声を出しての応援は行いません。

応援は拍手で


